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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期第２四半期 7,927 3.1 107 － 205 163.5 192 －

2023年２月期第２四半期 7,687 － 3 － 77 － 13 －

（注１）包括利益 2024年２月期第２四半期 288百万円 （170.3％） 2023年２月期第２四半期 106百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期第２四半期 34.29 －

2023年２月期第２四半期 2.46 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年２月期第２四半期 27,067 3,819 14.1 680.78

2023年２月期 27,143 3,530 13.0 629.33

（参考）自己資本 2024年２月期第２四半期 3,819百万円 2023年２月期 3,530百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年２月期 － 0.00

2024年２月期（予想） － 0.00 0.00

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,400 3.5 250 141.9 220 59.6 220 210.3 39.22

１．2024年２月期第２四半期の連結業績（2023年３月１日～2023年８月31日）

（注２）2023年２月期第１四半期連結会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、当該基準適用前の2022年２月期
第２四半期連結累計期間の実績値に対する増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年２月期２Ｑ 6,003,400株 2023年２月期 6,003,400株

②  期末自己株式数 2024年２月期２Ｑ 393,502株 2023年２月期 393,406株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年２月期２Ｑ 5,609,946株 2023年２月期２Ｑ 5,610,390株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規 1社 （社名）大和マネージメントサービス株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項につきましては【添付資料】２ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。



売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期第２四半期 6,916 2.2 216 20.3 199 41.7 211 110.2

2023年２月期第２四半期 6,768 － 180 － 140 － 100 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期第２四半期 37.68 －

2023年２月期第２四半期 17.93 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年２月期第２四半期 22,409 2,107 9.4 375.72

2023年２月期 22,299 1,800 8.1 321.01

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 1.5 350 △5.9 220 4.4 220 △1.4 39.22

（参考）個別業績の概要

・個別業績の概要は法定開示におけるレビュー対象ではありません。

（１）2024年２月期第２四半期の個別業績（2023年３月１日～2023年８月31日）

【個別経営成績】 （％表示は、対前年同四半期増減率）

（注）2023年２月期第１四半期会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」等を適用しているため、当該基準適用前の2022年２月期第２四
半期累計期間の実績値に対する増減率は記載しておりません。

【個別財政状態】

（参考）自己資本 2024年２月期第２四半期 2,107百万円 2023年２月期 1,800百万円

（２）2024年２月期の個別業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（３～８月）のわが国経済は、経済活動の正常化に伴い次第に回復基調となる一方

で、物価高騰に伴う節約志向の高まり等から、景気の先行きは不透明な状況が続きました。

百貨店業界におきましては、大都市圏においては富裕層の活発な消費とインバウンドの回復により好調な推移と

なりましたが、地方都市においては本格的な回復には至りませんでした。

この期間、主力の百貨店業におきましては、当社創業１００周年特別企画として、「第十一代 大樋長左衛門

展」や「藤森兼明展」など地元作家の美術催事に香林坊店・富山店一体となって取組むとともに、地場百貨店の強

みを活かした取組みを進めて参りました。

香林坊店においては、６月初旬に１階フロアの「資生堂」コーナーを全面改装し、顧客要望の高い新商品を導入

するとともに、６月下旬には、「トリーバーチ」ショップを新規導入する等、本物志向の顧客ニーズへの対応を強

化して参りました。

また、６月～７月には、「ダイワゆかたフェスティバル」や「２０２４年春入学 ランドセルご予約会」を初め

て催事ホールで開催する等、シーズンやライフステージに対応した企画の充実に取組んで参りました。

富山店におきましても、春の改装で新規導入した「アニエス ベー」「ラコステ」等のファッションブランドが

堅調に推移した他、外商企画として香林坊店のラグジュアリーブランドの販売企画に取組みました。

また８月には、食料品フロアの改装に着手し、惣菜や生鮮品等、デイリーの品揃え強化に努めて参りました。

こうした取組みにより、売上高につきましては、香林坊店、富山店とも概ね堅調に推移し増収となりました。

利益面におきましては、ホテル業において宿泊部門の回復が遅れましたものの、百貨店業の売上高の伸長と併せ

てきめ細かな経費管理に努めました結果、

当第２四半期連結累計期間の連結業績は、

・売上高 ７９億２千７百万円（対前年同四半期増減率 ３．１％）

・営業利益 １億７百万円 （対前年同四半期増減率 － ）

・経常利益 ２億５百万円 （対前年同四半期増減率 １６３．５％）

・親会社株主に帰属する四半期純利益 １億９千２百万円（対前年同四半期増減率 － ）

となりました。

今後につきましても、引き続き「新しい商品と企画」の開発強化に取組み、地域では「大和にしかない商品・品

揃え」「大和にしかできない企画」の実行を通じて、重点顧客層への更なる深耕と次世代顧客層の獲得に繋げて参

ります。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、２７０億６千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ７千

５百万円減少しました。

負債については、２３２億４千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億６千４百万円減少しました。

純資産については、３８億１千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億８千８百万円増加しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、２０２３年１０月５日公表の「第２四半期累計期間及び通期業績予想の修正に

関するお知らせ」から変更はありません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

期 別

店 別

前第２四半期累計期間
自 2022年 3月 1日

至 2022年 8月31日

当第２四半期累計期間
自 2023年 3月 1日

至 2023年 8月31日

対前年同四半期

金 額 構成比 金 額 構成比 増減金額 増減率

香 林 坊 店

富  山  店

10,387

7,619

57.7

42.3

10,505

7,800

57.4

42.6

118

180

1.1

2.4

 合 計 18,006 100.0 18,306 100.0 299 1.7

期 別

商 品 別

前第２四半期累計期間
自 2022年 3月 1日

至 2022年 8月31日

当第２四半期累計期間
自 2023年 3月 1日

至 2023年 8月31日

対前年同四半期

金 額 構成比 金 額 構成比 増減金額 増減率

衣 料 品

身 回  品

雑 貨

家 庭 用 品

食  料 品

そ の  他

4,548

2,929

3,430

1,319

5,249

528

25.3

16.3

19.0

7.3

29.2

2.9

4,755

2,933

3,490

1,214

5,291

621

26.0

16.0

19.1

6.6

28.9

3.4

206

3

60

△105

41

93

4.5

0.1

1.8

△8.0

0.8

17.7

 合 計 18,006 100.0 18,306 100.0 299 1.7

３．（参考）個別店別・商品別売上高

【店別売上高】

（単位：百万円,％）

※店別売上高は、従来の計上方法による総額売上高の金額を表示しております。

【商品別売上高】

（単位：百万円,％）

※商品別売上高は、従来の計上方法による総額売上高の金額を表示しております。
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